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テーマ「（オープン）データとAI」

AIの急速な進化は、オープンデータのあり⽅に根本的な変化をもたらそうとしています。本講演では、AIの時代にふさわしいオープン
データの設計思想と提供の仕⽅について考察します。従来、オープンデータは「機械判読可能（Machine Readable）」であるこ
とを⽬指してきましたが、これからは「AIが⾃律的に解釈・処理可能（AI Readable）」であることが求められます。

n AI Readableとは何か︖
► 従来の「Machine Readable」は、裏で⼈間が構成したプログラムが、整形式のデータを機械的に扱うことを想定していました。しかし、今後はAIが完全に

⾃律的に動作し、データの意味や関係性を⾃ら解釈・判断できる必要があります。これには、データが単に構造化されているだけでなく、セマンティクス（意
味論）を機械が理解できる形式で埋め込む必要があります。 

n メタスキーマ・オントロジーの標準化と共有
► 異なる組織や分野から提供されるオープンデータが、AIによって共通に理解され、横断的に利活⽤されるためには、メタスキーマやオントロジーの整備・標準

化が不可⽋です。これにより、AIは「どのデータが、何を意味し、どこにあるのか」を機械的に特定できるようになります。 

n ⼈間向けの“読みやすさ”からの脱却
► オープンデータを⼈間が読みやすいように設計する必要は、今後は薄れていきます。AIが解釈・要約・可視化を担うことで、データ提供者は“誤解されない

正確な表現”に集中すればよくなります。このことは、⽂書型データにおいて特に顕著であり、ドキュメントの構造や記述スタイルにも新たな⾃由度と責任が
⽣まれます。 

n AIによってオープンデータが活きる時代へ
► 従来は、⼈間の柔軟な理解⼒によって、多少不完全なデータであっても運⽤可能でした。しかしAIが相⼿となると、データが“形式化”されていることそのも

のが必須になります。すなわち、AIが有効に機能するために、データを「公開」するだけでなく「AIにとって解釈可能」な状態で提供することが、オープンデータ
の新たな要件となるのです。 

本講演では、AIとの共進化の中でオープンデータが担う役割と、求められる技術的・制度的変化について具体的に議論します。⾃
治体や企業、研究機関などのデータ提供者が、今後どのようにして“AIにとって意味のある”データを公開し、社会全体の知識循環
を加速させていくべきか、その展望を提⽰します。
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PART 1
AI／⼈⼯知能の研究の流れ
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⼈⼯知能への取組の流れ
(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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“Artificial Intelligence” 
proposed by 

Prof. John McCarthy (MIT) 
（1957）

“2001: A Space Odyssey”
（1968）
HAL 9000

Black Monday
（1987）

Quiz: IBM Watson won 
human（2011）

“Shogi”︓AI won professional 
Shogi Player（2013）

“Go”︓Google Alpha Go won the world 
champion of “GO"（柯潔) （2017）

1950ʼs 1960ʼs 1970ʼs 1980ʼs 1990ʼs 2000ʼs 2010ʼs

5th Generation 
Computer Project
（1982〜1992）

2020ʼs

ChatGPT
(2023)

AI 1st Wave 
(1950ʼs~60ʼs)

AI 2nd Wave 
(1980ʼs)

AI 3rd Wave 
(2010ʼs~)

“Deep Learning” 
proposed by 
Prof. Geoffrey Hinton
（2006）
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ChatGPT (Open AI) https://openai.com/blog/chatgpt/
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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AIは今も毎⽇進んでいる
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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Chat GPT

Google Gemini

MS Copilot

DeepL （⾃動翻訳）

Zoom ⽂字起こし

Google NotebookLM

Perplexity

Claude



AI Agent
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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“Operator” (OpenAI, 2025)

“Cristal” (Softbank, 2025)



AI研究のトレンド
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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学習（Learning）から
推論（Reasoning）へ

RAG
動的に変化する情報

（Realtime Information）への対応

Streaming RAG

ユーザ質問に対して⾔語モデル単体
で回答するのではなく、外部から関連

知識（関連情報）を検索 
(retrieval) して⽣成に組込む⼿法 信頼性のあるデータ空間

Dataspaces

Agentic RAG

複数のステップを動的に踏む
柔軟なフローを実現したRAGの発展形

RAGの様々な
発展／拡張

Graph RAG

データからLLMを使って⾃動的に
知識グラフを構築し、そのグラフ経由で

情報をRAGに組み込むアプローチ

推論特化LLM
reasoning-first 

LLM

DeepSeek ChatGPT o1

......

Mixture-of-Experts
(MoE)

Chain-of-Thought

MLA GRPO

......

学習戦略の転換 à “Reasoning First”時代へ

⼤量合成データ と RL ベースの⾃⼰改善 をMoEアーキテクチャで回す。
必要な実効計算量は従来の Dense Transformerの1〜2 桁減

推論特化LLM
reasoning-first 

LLM

リアルタイム性を担保したContext Knowledge 管理 
+ Real-time Information ハンドリング

NLIDB

NL2Cypher

MCP
Aget2Agent

AI-Age
nt



2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

10

RAG
AIエージェント
etc..

データベース
企業情報システム
etc...

AIと既存の情報システムとの融合が進む



PART 2
⽣成AIの利⽤事例
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例）仕事現場での⽂房具

n⽂書⽣成（やっつけ仕事）
► 挨拶原稿の作成
► シンポジウムの概要テキスト
► ⽂書の校正（これは⽇本語でも有効）

n外国語処理
► ⾃動翻訳

u 電⼦メール程度のやりとりでは実⽤的
► 校正

u ⾃分で作成した英語を校正してもらう
• 翻訳より校正の⽅が精度⾼い気がする

n⾳声処理
► ⼝述筆記による原稿作成

u ⼝述筆記 à ⽣成AIで校正
► 会議⽀援

u AIによる⽂字起こし
u ⽂字起こし à ⽣成AIで要約（議事録）

► ビデオに字幕⽣成
u 字幕à ⾃動翻訳で外国⼈対応

n挿絵の作成
► 会議やシンポジウムの挿絵の作成
► PPTのポンチ絵の作成（これはまだ今⼀つ）

n壁打ち（LLMと議論する）
► 「◯◯についてアドバイス」とすると、まるっとした⼀般的な答えが

返ってくる。
à ⾃分の考えの抜けや⾒落としのチェックができる

n画像から構造化データに変換
► 表画像 à Excel形式データに変換

（⽐較的精度が良い）

n調査（ググるとかWikipediaよりはよい）
► GoogleやWikipediaよりは、LLMに聞いた⽅が、ちゃんとした答

えが返ってくる
► ソフトウェアやシステム、ツールの使い⽅（スマホやPCの⾼度な

機能の使い⽅、設定、等）
► “Deep Research”

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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例）調査︓ 「ググる」→「Deep Research」へ
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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例）調査︓ 「ググる」→「Deep Research」へ
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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質問

⼤阪万博のチケットがあります。
すでに⼊場⽇時予約しました。
抽選も⾏っていくつかあたっています。
しかし、⼊場⽇時を変更しようと思います。
ただ、変更しても抽選であたったイベント実施中は、会
場にいられる変更です。
この場合、変更はどのようにすればよいでしょうか︖
また、抽選であたったものはそのまま使えるでしょうか︖



出張先で、レストランのメニューの画像を与えて、おすすめの注⽂を作ってもらった
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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情報発信は、ほぼオープンデータに近い状況へ
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Webページ

スマホアプリ

Webページ

⽂書データ

⽂書DB

Open
Data

1. これまで

2. 最近の動向

3. LLM活かした将来形

RAG

RAG

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.



Aid For プロジェクト（UM普及協会と㈱アスコエパートナーズ）
https://aidfor.noto-peninsula-earthquake2024.supportnavi.jp/
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⽀援制度を網羅的に調べて情報提供可能
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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申請主義⾏政からプッシュ型⾏政へ
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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各種⾏政データ
⾏政⼿続情報

⾏政DB

Open
Data

該当情報を
住⺠にPush

ライフイベント

MCP接続



PART 3
LLMに専⾨的知識をつけさせる
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General 
Knowledge

Context
Knowledge

Realtime
Knowledge

Specialized 
Knowledge

AI-Agent Dataspace

Data

Data

DataAI needs more context!

MCP
A2A

Connector

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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顧客データ
Customer Data

財務データ
Financial Data

業務・運⽤データ
Operational Data

市場・競合データ
Market & Competitor Data

⼈的資源データHuman 
Resource Data

個⼈情報
Personal Data

リアルタイムデータ
Realtime Data

実世界コンテキストデータ
Real-World Context Data

事業をするための最も重要なデータAI (LLM) が事前学習しているデータ

地理データ
Geographical Data

⾼度スキルデータ
High-Level Skill Data

オープン化されている
⼀般知識

Open & General Knowledge

これらを扱おうとしてきたデジタルPF
データスペース（Dataspace）

汎⽤AI（︖）

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG（Retrieval Augmented Generation）技術:検索⽣成拡張 技術

n RAG: Retrieval Augmented Generation
► 「⽣成系AI」（LLM）に、「情報検索」の強みを組み合わせ、従来の⽣成系

AI単独では難しかった精度の⾼い、根拠ある応答を実現する技術。

n 以下の２ステップで「正確で最新の答え」を出す仕組み。
1. 必要な情報を“取りに⾏く”（Retrieval）

u 例えると「⼤きな図書館から該当する本を探す」作業
u 質問（「今⽇の株価は︖」など）に合いそうな⽂書やデータを⾃動で選び出す

2. 取り出した情報をもとに“⽂章を作る”（Generation）
u 図書館で⾒つけた本の要点をまとめて、わかりやすい⾔葉で回答を組み⽴てる
u ここでChatGPTのような「⽂章を⽣成するAI」を使う

n 利点
► 情報が常に最新

u 図書館（データベース）に新しい本（最新データ）を追加すれば、AIが⾃動で
参照できる。

► 正確さ向上
u AIが⾃分の知識だけ考えるよりも、しっかり調べた情報を元に答えるので、誤りが

減る。
► ⼩さなAIでOK

u ⼤量の知識を最初から詰め込む必要がなく、必要なときだけ「図書館」にアクセ
スするから軽快。

n ⽇常でのイメージ
► 質問︓「来週の天気は︖」
► 探す︓気象データベースから最新の天気予報をピックアップ
► まとめる︓「来週は⽉・⽕に⾬が続き、⽔・⽊は晴れのち曇り。気温は最⾼〇
〇度、最低〇〇度の⾒込みです。」

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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気象データベースから
最新の天気予報をピックアップ

来週は⽉・⽕に
⾬が続き、⽔・⽊
は晴れのち曇り。

要点をまとめる

こたえを出す

しっかりとした情報



MCP (Model Context Protocol）︓AIが他のシステムと連携する⽅法

nMCP（Model Context Protocol）
► AIモデルが外部のデータソースやアプリケーションとやり取りする際に、プロンプト・ツール呼び出し・リソース情報などの“コンテキス

ト”を、JSONベースの共通メタデータ形式で送受信できるように定めたオープン標準プロトコルです。
u AIとデータソース／アプリケーションとの間のコミュニケーションの「⼟管」

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

24

既存の情報システム
データベース等

LLM

1. query8. answer

3. query

6. prompt
(query + collected data)

7. answer

2. query

.....

MCP Server

MCP Server

4. Data5. Data

AI エージェント
eg. Claude Desktop

MCP

既存の情報システム
データベース等



研究室が以前作成した、⾃治体データ（⽇経新聞社との共同研究）
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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各データ項⽬とその出典（以下のデータ項⽬を⼈⼝10万⼈以上の基礎⾃治体 280程度）
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

26



⾃治体のデータベースをLLMにアクセスさせて、⾃治体のデータ分析を壁うちする
（⼀般知識ではなくて、提供したデータベースの内容に基づいた知⾒を出す）

2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

27



ウェルビーイング指標によるベスト5都市ランキング
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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箱根観光プラン
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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函館観光プラン
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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最後の提案の具体性は、LLMの性能よりも、どんなデータをLLMが扱えるか、に依存
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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データベース上のデータは⾃然⾔語で分析でき {る／そう}
（もう少し技術発展は必要）

データベス⾔語（例︓SQL, 等）やプログラミング⾔語（例:
Python, R, 等）、BIツール（例︓Power BI, Tableau, ...等）なしでも

ある程度できるようになるのではないか︖

34
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PART 4
AI Readable
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技術課題︓利⽤者のPromptから、データの適切なカラムを発⾒する必要がある
2025/8/9(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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表データ

総⼈⼝

Prompt
「⼈の数」が多
い⾃治体は︖

in LLM
「⼈の数」≒「⼈⼝」

「総⼈⼝」︖

表のコラムの
意味の理解
が必須

SELECT * FROM cities ORDER BY 総人口 DESC LIMIT 5;

５つ星であれば、LLMは表データを的確に理解できるか︖
より⾼⽔準な、６つ星、７つ星の必要性は︖



PART 5
まとめ
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テーマ「（オープン）データとAI」

AIの急速な進化は、オープンデータのあり⽅に根本的な変化をもたらそうとしています。本講演では、AIの時代にふさわしいオープン
データの設計思想と提供の仕⽅について考察します。従来、オープンデータは「機械判読可能（Machine Readable）」であるこ
とを⽬指してきましたが、これからは「AIが⾃律的に解釈・処理可能（AI Readable）」であることが求められます。

n AI Readableとは何か︖
► 従来の「Machine Readable」は、裏で⼈間が構成したプログラムが、整形式のデータを機械的に扱うことを想定していました。しかし、今後はAIが完全に

⾃律的に動作し、データの意味や関係性を⾃ら解釈・判断できる必要があります。これには、データが単に構造化されているだけでなく、セマンティクス（意
味論）を機械が理解できる形式で埋め込む必要があります。 

n メタスキーマ・オントロジーの標準化と共有
► 異なる組織や分野から提供されるオープンデータが、AIによって共通に理解され、横断的に利活⽤されるためには、メタスキーマやオントロジーの整備・標準

化が不可⽋です。これにより、AIは「どのデータが、何を意味し、どこにあるのか」を機械的に特定できるようになります。 

n ⼈間向けの“読みやすさ”からの脱却
► オープンデータを⼈間が読みやすいように設計する必要は、今後は薄れていきます。AIが解釈・要約・可視化を担うことで、データ提供者は“誤解されない

正確な表現”に集中すればよくなります。このことは、⽂書型データにおいて特に顕著であり、ドキュメントの構造や記述スタイルにも新たな⾃由度と責任が
⽣まれます。 

n AIによってオープンデータが活きる時代へ
► 従来は、⼈間の柔軟な理解⼒によって、多少不完全なデータであっても運⽤可能でした。しかしAIが相⼿となると、データが“形式化”されていることそのも

のが必須になります。すなわち、AIが有効に機能するために、データを「公開」するだけでなく「AIにとって解釈可能」な状態で提供することが、オープンデータ
の新たな要件となるのです。 

本講演では、AIとの共進化の中でオープンデータが担う役割と、求められる技術的・制度的変化について具体的に議論します。⾃
治体や企業、研究機関などのデータ提供者が、今後どのようにして“AIにとって意味のある”データを公開し、社会全体の知識循環
を加速させていくべきか、その展望を提⽰します。
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